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特集：外来淡水産底生無脊椎動物の現状と課題

短 報〔Note〕

プラナリア類の外来種

川勝 正治 1)・西野麻知子 2)・大高明史 3)

Currently known exotic planarians from Japan

KAWAKATSU Masaharu1), NISHINO Machiko2) and OHTAKA Akifumi3)

Abstract
   A total of 8 species of exotic planarians (5 families, 2 subfamilies, 6 genera) are now known from Japan.  
They are: Dugesia austroasiatica Kawakatsu, 1985; Girardia tigrina (Girard, 1850); Girardia dorotocephala 
(Woodworth, 1897); Bipalium kewense Moseley, 1878; Bipalium nobile Kawakatsu and Makino, 1982; Platydemus 

manokwari de Beauchamp, 1962; Rhodax evelinae? Marcus, 1946; Temnosewellia minor (Haswell, 1887). Among 
these species, naturalized populations in Japan of G. tigrina, G. dorotocephala, B. kewense and B. nobile have 
gradually increased.  Artificial removal in Japan of Platydemus manokwari has been prohibited by the Invasive 
Alien Species Act since 2006. 
   
Key words: exotic (alien) planarians, Dugesia, Girardia, Bipalium, Platydemus, Rhodax, Temnosewellia 

摘 要

 日本産の扁形動物門（Plathelminthes）ウズムシ亜目（三岐腸亜目 Tricladida）の淡水生三岐腸低亜目

（Paludicola），陸生三岐腸低亜目（Terricola)，地下水生三岐腸低亜目（Cavernicola），それにテムノケファー

ラ目（切頭目 Temnocephalata）の動物群には，計 5科・2亜科・6属・8種の外来種が知られている。こ

れらの種類の分類表を掲げ，原産地・簡単な形態の説明と核型・分布状況を概説した。アメリカナミウ

ズムシ・アメリカツノウズムシ（淡水産），ワタリコウガイビル・オオミスジコウガイビル（陸産）の野

外定着個体群は増加しつつある。ニューギニアヤリガタリクウズムシ（陸産）は 2006年に外来生物法に

よる特定外来生物の指定を受けて，移動・飼育等が禁止された。

キーワード：外来種プラナリア，Dugesia, Girardia, Bipalium, Platydemus, Rhodax， Temnosewellia 
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はじめに

 扁形動物門の“ウズムシ綱”（単系統群を示す名称で

はないが，慣習的に用いられている）には 13目ほどが

区別されており，種類数も多い。‘プラナリア’という

のは，その中の中・大型の動物群を指す通称である。

 現在，日本から外来種として記録されているプラナリ

ア類は 2目・5科・6属・8種で，うち 5種は淡水産，3

種は陸産である。本稿では，これら外来種の分類学的地

位を示し，各種類の外見的特徴と核型，分布状況などに

ついて概説する。なお，プラナリア類一般の分類と生態，

および観察法については，川勝（1973）を参照されたい。

“ウズムシ綱”外来種の目録と解説

分類表

 下記分類表の各タクソンは日本語表記とし，種類名だ

けは和名と学名を併記した。日本語の分類名は文部省・

日本動物学会（1988）の学術用語集動物学編を基本と

し，川勝（1988, 1998），Kawakatsu et al. (2004)によった。

なお，ここに掲げた分類表の欧文表記は Kawakatsu et al. 

(2007b) を参照。また，テムノケファーラ目のタクサの

欧文表記は Kawakatsu et al. (2007a)も参照。

“ウズムシ綱”（渦虫綱）

 順列目

  ウズムシ亜目（三岐腸亜目）

   ウズムシ低亜目（淡水生三岐腸低亜目）

    サンカクアタマウズムシ科

      ナミウズムシ属

■トウナンアジアウズムシ Dugesia austroasiatica

      アメリカナミウズムシ属

■アメリカナミウズムシ Girardia tigrina 

■アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala

   コウガイビル低亜目（陸生三岐腸低亜目）

    コウガイビル科

      コウガイビル属

□ワタリコウガイビル Bipalium kewense 

□オオミスジコウガイビル Bipalium nobile

    ヤリガタリクウズムシ科

     ヤリガタリクウズムシ亜科

      ヤリガタリクウズムシ属

□ニューギニアヤリガタリクウズムシ

 Platydemus manokwari

   地下水生三岐腸低亜目

    メキシコチカスイウズムシ科

      ブラジルウズムシ属

■ブラジルウズムシ Rhodax evelinae ?

 テムノケファーラ目（切頭目）

  ヤドリイツツノムシ亜目

   ヤドリイツツノムシ上科

    ヤドリイツツノムシ科

     ヤドリイツツノムシ亜科

      ヤドリイツツノムシ属

■オーストラリアザリガニヤドリツノムシ 

　Temnosewellia minor

 ■：淡水生種；□：陸生種．低亜目（=下目）

淡水生三岐腸類－在来種と外来種との対比

 日本の淡水プラナリア類は，未記載の 2種を含めて 3

科 8属 27種ほどが知られている。これらのうち，外来

種は，サンカクアタマウズムシ科の 3種（ナミウズムシ

属 Dugesiaの 1種とアメリカナミウズムシ属 Girardiaの

2種）だけである（Kawakatsu et al., 2004, 2007b）。

 ナミウズムシ属はユーラシア大陸の中～南部とアフ

リカ大陸，東南アジアの諸島，オーストラリア大陸の東

北部に分布しており，種類数も多い（Sluys et al., 1998）。

本属の日本在来種は 3種であるが，普通種は以下に示す

2種である。

ナミウズムシ

Dugesia japonica Ichikawa and Kawakatsu, 1964

 日本全域に分布するが，北海道と南西諸島では分布域

がやや限られている。頭部は鈍三角形状で，耳葉は短い。

体長 10-20 mm，背面体色は淡茶褐色であるが，変異に

富む（図 1の左上段）（Kawakatsu et al., 2007b; 佐々木，

2002；Sasaki, 2002）。染色体数と核型は 2x=16: 2m + 2m 

+ 2m + 2sm + 2sm + 2sm + 2m + 2m. 3x=24や，混倍数性（2x 

& 3xなど）の個体も普通に見られる（Kawakatsu et al., 

1993c, 1995a, 2007b; Tamura et al., 1998）。

リュウキュウナミウズムシ

Dugesia ryukyuensis Kawakatsu, 1976 

(cf. Kawakatsu et al.,1976, 1993a)

 分布は南西諸島と九州西南部で，ナミウズムシの分布

域と重なっている地域も多い。ナミウズムシに酷似する

が，やや小形（10-15 mm）である（図 1の左中段）。染

色体数と核型は 2x=14: 2m + 2m + 2m + 2m + 2st + 2m + 

2m。3x=21や混倍数性の個体も見られる（Kawakatsu et 
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Fig. 1. Pictorial key of the heads of 5 dugesiid species from Japan (2 native and 3 exotic)(after Kawakatsu et al., 2007b). 
For Japanese names of each species, see text.  ● : Exotic species.

図 1．日本で見られる淡水生三岐腸類 5種（2在来種と 3外来種）の頭部の図解検索表（Kawakatsu et al., 2007b
から引用）．和名は本文参照．●は外来種．



464

川勝 正治ほか プラナリア類の外来種

465

al., 1993c, 1995a, 2007b; Tamura et al., 1998）。

 以下に，サンカクアタマウズムシ科（Dugesiidae）の

外来種（3種）の原産地・形態学的特徴・日本での既知

の分布域・核型などを述べ，あわせて野外定着の可能性

などについて触れる。

トウナンアジアウズムシ

Dugesia austroasiatica Kawakatsu, 1985

 (cf. Kawakatsu et al., 1985)

 原産地は東南アジアであるが，正確な場所は不明。外

形は D. japonica や D. ryukyuensisと似ているが，やや小

型（10-12 mm）で，頭部左右の耳葉は D. japonicaほど

目立たない（図 1の右上段）（Kawakatsu et al., 2007b）。

染色体数と核型は 2x=16: 2m + 2m + 2m + 2m + 2st + 2m 

+ 2m + 2m（Kawakatsu et al., 1986, 1993c, 2007b; Oki et al., 

1995）。

 日本では，1960年代末から 1980年代にかけて，新潟市・

東京都（本州）（水族館の水槽）や，佐賀市（九州）（熱

帯魚の養魚池）から記録された（Kawakatsu et al., 1985, 

1986）。また，最近，青森市と東京都の熱帯魚水槽にも

出現した。京都市深泥池（2005年）で，核型分析の結

果，本種が記録された（Kawakatsu et al., 2007b）。本種

は水温の高い人工的な飼育環境だけから見つかっていた

が，深泥池では，日当たりがよく，真夏の水温が 30℃

を超える南岸の浅い場所に限って，2002年以降，毎年

継続的に観察されている（竹門康弘博士，私信）。これは，

本種の野外定着個体群の唯一の記録である。なお，深泥

池南東部の山からの流れ込みには，D. japonicaだけが生

息している。

 

アメリカナミウズムシ Girardia tigrina (Girard, 1850)

 原産地は北米大陸。アメリカナミウズムシ属 Girardia

の種は新大陸とその周辺の島じまだけに分布し，種数

も多い（Sluys et al., 2005）。本属の大きな特徴は，耳葉

が発達し（生時には太い針状に見える種類もある），咽

頭表面に淡灰色の色素層や色素斑が認められることであ

る。

 本種は分布範囲の広い多型種（polymorphic species）で，

体の大きさ，体色や模様などにかなりの変異が認められ

る。体長 10-20 mmで，体表に細かい色素斑が見られる。

耳葉は大きく，鈍三角形状である。両眼の間隔はせま

い（図 1の左下段）（Kawakatsu et al., 2007b）。染色体数

と核型は 2x=16: 2m + 2m + 2m + 2m + 2m + 2m + 2m + 2m

（Kawakatsu et al., 1985，2007b；Tamura et al., 1985; Oki et 

al., 1995）。

 なお，日本では，G. tigrinaの生殖個体が採集された

ことはなく，未成熟個体の外形・咽頭の色素斑・核型な

どから本種であると仮同定した。琵琶湖からは，2x=16

の個体のほか，3x=24の個体も記録されている。

 G. tigrinaは，1800年代の後半からヨーロッパ諸国

の水域にも見られるようになった。これは，人為的な

原因による移入の結果であると考えられている（Kenk, 

1974）。また，第 2次世界大戦以降，急速に世界各国の

水域に広がった。これは熱帯魚飼育の普及（水草の人為

的移動）が直接の原因と考えられ，現在では汎世界的に

分布している。

 日本では，1980年代に，名古屋市と横浜市の熱帯魚

水槽から記録されたのが最初である（Kawakatsu et al., 

1985）。1990年代に入って，長崎市（浦上川，九州）で

野外定着個体群が確認された（Kawakatsu et al., 1993d）。

野外定着個体群は，1995年以降，琵琶湖（西野ほか，

2002），水海道市（茨城県），加古川市（兵庫県）からも

記録されている（Kawakatsu et al., 2007b）。

 上記の水海道市の場合は鬼怒川水系に広がる郊外の田

園地帯で，かなり離れたかんがい用水路の数地点から G. 

tigrinaが採集されている。このような平地の開放的な水

域では，外来種の分布域がさらに拡大するものと予想さ

れる。ただ，日本の在来種の D. japonicaにどのような

影響を与えるかは不明である。

アメリカツノウズムシ

Girardia dorotocephala (Woodworth, 1897)

 原産地は北米大陸。本種は北アメリカから中央アメリ

カにかけて広く分布する多型種で，体長 12-20 mm，体

表には茶褐色～黒茶褐色の細かい色素点が見られる。頭

部は正三角形に近く，耳葉は長くて尖っている。両眼

の間隔は広い（図 1の右中段と下段）（Kawakatsu and 

Mitchell, 1981; Kawakatsu et al., 2007b）。染色体数と核

型は 2x=16: 2m + 2m + 2sm + 2m + 2m + 2sm + 2sm + 2m

（Kawakatsu et al., 2007b)。

 日本では，2003年に，碧南市（愛知県）の水族館の

水槽から見つかったのが最初の記録で，その後，京都市

（鴨川）から野外定着個体群が発見された（Kawakatsu et 

al., 2007b）。川勝は 2007年 5月に東京都日野市（多摩川）

で採集されたプラナリアの写真と固定標本を受け取った

が，外形と咽頭の色素から見て G. dorotocephalaと考え

られる。採集者によると，生息個体数は多く，既に野外

定着個体群と考えていいであろう。
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 なお，日本産の生殖個体の切片標本に基づく同定は未

完である。

陸生三岐腸類－外来種

 日本から知られている陸生プラナリア類は 3科 3亜

科 6属 21種で，未記載種も多い（Kawakatsu et al., 2005; 

Ogren et al., 1997）。これらのうち，外来種と考えられる

のはコウガイビル科の 2種と，ヤリガタリクウズムシ科

の 1種だけである（Kawakatsu et al., 2007b）。

ワタリコウガイビル Bipalium kewense Moseley, 1878

 英国の Kew Gardensで採集された標本に基づいて記載

されたが，原産地は東南アジアである（正確な場所は不

明）。

 本種の体長は 7-20 cm，背面は淡黄褐色，5本の縦

線模様がある（中央の線は扇形の頭板まで達していな

い）。頸部は黒い（変異は認められるが，非常に目立つ

特徴である）。腹面に 2本の縦線模様がある（Kawakatsu 

et al., 1982, 2001）。染色体数と核型は 2x=18: 2m + 2m + 

2m + 2st + 2sm + 2sm + 2sm + 2sm + 2sm（長崎市），およ

び 2x=18: 2m + 2m + 2m + 2sm + m&st + 2st + 2st + 2sm + 

2sm（長与町，長崎県）のように，九州においてさえも

多少の変異がある（Kawakatsu et al., 2007b; Yamamoto et 

al., 2001)。

 本種は汎世界的に分布している（Ogren et al., 1992: 99, 

pl. I, fig., 1997）。日本では，東京周辺地域，小笠原諸島

の父島，長崎県，沖縄（本島だけ）から記録されている

（Kawakatsu et al., 1999; Yamamoto et al., 2003）。本種は分

裂片が再生して無性的に増えるので，今後も分布域が拡

大すると考えられる。

オオミスジコウガイビル

Bipalium nobile Kawakatsu and Makino, 1982 

(cf. Kawakatsu et al., 1982)

 原産地は中国南部と考えられる（Kawakatsu et al., 

2001）。体長が 50 cm から 1 mに達する大型種。背面は

淡黄褐色で 3本の縦線模様がある。頸部の縦線模様は

5本で，中央の線は頭板に達している。腹面には 2本の

縦線模様がある（Kawakatsu et al., 1982; Yamamoto et al., 

2003）。染色体数と核型は 2x=10: 2m + 2m + m&sm + 2sm 

+ 2m (Kawakatsu et al., 2007b; Yamamoto et al., 2001)。

 本種は，大型で，色彩も明るく，非常に目立つ種で

あるが，戦前の出現記録はない。1960年代末から，東

京周辺で見られるようになった。現在では本州各地，四

国と九州，それに北海道（小樽市）にも生息している

（Kawakatsu et al., 2001; 山本ほか，2004；Yamamoto et al., 

2003）。

ニューギニアヤリガタリクウズムシ

 Platydemus manokwari de Beauchamp, 1962

 原産地はパプアニーギニアと推定される。体長 50-80 

mm，体幅 5-6 mmで，細長い体形である。背面体色は

濃茶褐色～黒色で，両体側と正中線は淡黄色の線模様

になっている。頭部に 2眼を持つ（Kawakatsu et al., 1992, 

1993b）。染色体数と核型は 2x=12: 2sm + 2m + 2st + 2sm 

+ 2m + 2m (Kawakatsu et al., 1993b; Oki et al., 1995）。

 本種は，1970年代後半から 1980年代にかけて，アフ

リカマイマイの生物防除の目的で太平洋諸島の一部に移

入され，急速に分布域が拡大した。日本では， 1980年代

に沖縄・宮古諸島で見られるようになったが，侵入の直

接原因は不明である（Kawakatsu et al., 2006）。1990年代

には小笠原諸島の父島にも侵入したが，これは植樹など

の際に紛れて入ったものと考えられている（Kawakatsu et 

al., 1993b, 1999）。P. manokwariは小笠原固有の陸産貝類

も食害するので極めて有害であり，「特定外来生物によ

る生態系等に係る被害防止に関する法律」で，「移動・

飼育等に関して法的規制を受ける特定外来生物」に指定

された（環境省，2006）。

 註：本種の日本への侵入に関しては，Kawakatsu et al. 

(2006: 27)の記事を参照のこと。

地下水生三岐腸類－外来種

ブラジルウズムシ Rhodax evelinae? Marcus, 1946 

 原産地はブラジルと推定される。頭部が円形で，2

眼を持つ白色小形（3-5 mm）のウズムシが名古屋大学

の熱帯魚水槽から発見され，Rhodax? sp. と仮同定され

た（Kawakatsu et al., 1985）。その後，同じ種と見られる

ウズムシが札幌市の熱帯魚商の水槽からも採集された

（Kawakatsu et al., 1995b）。ただ，同定に必要な生殖個体

は得られていないので，外形からの仮同定である。染色

体数と核型は 3x=24: 3m + 3m + 3m + 3st + 3st + 3sm + 3st 

+ 3st（Kawakatsu et al., 1985, 1995b; Oki et al., 1995）。

 ブラジル産の Rhodax evelinaeは温水域に生息する種な

ので，冬季の水温が低い日本の野外環境で生息できると

は考えられない。
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切頭類－外来種

オーストラリアザリガニヤドリツノムシ

 Temnosewellia minor (Haswell, 1887)

 原産地は西オーストラリア。鹿児島県水産試験場指

宿支所で飼育されていた西オーストラリア産ミナミザ

リガニ科のザリガニ Cherax tenuimanus (Smith, 1912)の

鰓葉部や体表から採集された切頭類である。体長 5 mm

ほどで，体色は白く，5本の触手を持つ（Kawakatsu 

et al., 1993c; Tamura et al., 1985）。染色体数と核型は

2x=18: 2sm + 2m + 2m + 2sm + 2m + 2m + 2m + 2sm + 2m

（Kawakatsu et al., 2007a, b; Oki et al., 1995）。

 本種の生活形態は外部共生（ectosymbiosis）で，宿主

の C. tenuimanusなしでは生存できないと考えられる。

本宿主も「特定外来生物法による生態系等に係わる被害

防止に関する法律」の第 2次指定対象種に指定された（環

境省，2006）。なお，上記の C. tenuimanusには Girardia 

tigrinaの付着も報告されている（Tamura et al., 1985)。

まとめ

 第 2次世界大戦以後，さまざまな物資や産物の世界的

な輸送・交流が日常化した。その結果として，プラナリ

ア類のような無脊椎動物でさえも，熱帯魚の水草や根付

き植物の人為的な移動などによって，原産地以外に拡散・

分布する機会が増えたといえる。本稿では，日本に定着，

あるいは偶発的に出現した外来性の淡水生・陸生のプラ

ナリア類を紹介し，その現状と，野外定着個体群を形成

する可能性についての考察を加えた。

 現在，日本では，計 8種のプラナリア類が外来種とし

て記録されている。野外定着個体群が確認（仮同定の

種の記録を含む）されているのは，トウナンアジアウ

ズムシ（D. austroasiatica），アメリカナミウズムシ（G. 

tigrina），アメリカツノウズムシ（G. dorotocephala）（以上，

淡水生）；ワタリコウガイビル（B. kewense），オオミス

ジコウガイビル（B. nobile），ニューギニアヤリガタリ

クウズムシ（P. manokwari）（以上，陸生）の 6種である。

 これら野外定着種の分布域は今後も拡大すると考え

られる。淡水生のプラナリア類は本来，腐肉食者であ

り，これは在来種でも，外来種でも同じである。今後，

外来性の G. tigrinaと G. dorotocephalaの野外定着個体群

が日本の生態系にどのような影響を与えるのか，注意

深く見守っていく必要があろう。他方，もし，陸生の P. 

manokwariの個体群が増加すれば，日本の生態系に大き

な被害－固有陸産貝類の減少や絶滅－をもたらすと考え

られる。
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